






図４：シイタケ菌糸体のがん患者を対象とした主な臨床研究論文報告

NO. 対象 方法 結果 引用

1 乳がんホルモン療
法施行患者

QOL上昇、免疫指標（ＩＦ
Ｎγ）上昇

１コース：ホルモン療法
２コース：ホルモン療法+シイ
タケ菌糸体エキス

Suzuki N. Asian Pac J Cancer 
Prev 14:3469-3472.2013

2 乳癌術後補助化学
療法

QOL維持、免疫指標（NK
活性）維持、抗がん剤によ
る白血球減少抑制

１コース：化学療法
２コース：化学療法
+シイタケ菌糸体エキス

Nagashima Y. Onco Targets 
Ther 6:853-859. 2013.

3 免疫療法施行者
QOL上昇、免疫指標（ＩＦＮ
γ）上昇、免疫抑制(Treg）
の進行抑制

１コース：免疫細胞療法
２コース：免疫細胞療法+シイ
タケ菌糸体エキス

Tanigawa K. Altern Ther Health 
Med. 22(4):36-42 2016.

4 消化器癌化学療法
施行患者

QOL上昇、免疫指標（ＮＫ
活性）上昇、免疫抑制(IAP）
の進行抑制

１コース：化学療法
２コース：化学療法+シイタケ
菌糸体エキス

Yamaguchi Y. Am J Chin Med 
39:451-459. 2011. 

5 消化器癌化学療法
施行患者 抗がん剤の副作用軽減

１コース：化学療法
２コース：化学療法+シイタケ
菌糸体エキス

Okuno K. Asian Pac J Cancer 
Prev 12(7):1671-1674. 2011. 

シ
イ
タ
ケ
は
古
く
か
ら
一
般
的
に
健
康
に
よ
い
成
分
と
し
て
食
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、シ
イ
タ
ケ
の
子
実
体
由
来
の
β
グ
ル
カ
ン「
レ
ン
チ
ナ

ン
」が
抗
が
ん
剤
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、が
ん
と
免
疫
に
関

わ
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、シ
イ
タ

ケ
の
菌
糸
体
に
対
す
る
注
目
も
高
ま
り
、東
京
大
学
、富
山
医
科
薬
科

大
学（
現
富
山
大
学
）な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
の
抗
腫

瘍
、免
疫
調
節
作
用
の
基
礎
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
後
小
林
製

薬
な
ど
の
企
業
も
研
究
に
取
り
組
み
始
め
、複
数
の
大
学
医
学
部
で
も

臨
床
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
臨
床
研
究
成
果
が
論
文
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
図
４
）。

特
に
、2
0
0
1
年
か
ら
臨
床
効
果
を
検
証
す
る
大
学
医
学
部
を

中
心
と
す
る
研
究
会
が
始
ま
り
、大
阪
大
学
医
学
部
、福
岡
大
学
医

学
部
、金
沢
大
学
医
学
部
な
ど
こ
れ
ま
で
に
全
国
10
以
上
の
研
究
機

関
が
参
加
し
て
、が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た
臨
床
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す（
図
５
）。次
に
、主
な
臨
床
研
究
報
告
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た

豊
富
な
臨
床
研
究
実
績

6 様々な背景を有す
るがん患者

QOL上昇、特に進行ステ
ージで有意なQOLの改善

シイタケ菌糸体エキス4週間
摂取

Kyo H. 日本補完代替医療学会誌（in 
press）
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NO. 方法 対象 結果 論文

1

メラノーマ移植マウスにペプチ
ドワクチンとシイタケ菌糸体摂
取を併用し、腫瘍増殖と免疫抑
制細胞を評価

シイタケ菌糸体併用群で、免
疫抑制細胞（Treg）の増加が
有意に抑制され、腫瘍増殖も
抑制された

Cancer Immunol Immunother. 
61:2143-52.2011

腫瘍モデル
動物

2

大腸癌細胞盲腸壁移植マウス
モデルにシイタケ菌糸体を摂取
させ、腫瘍増殖と腸管免疫能を
評価

シイタケ菌糸体投与により、
腸管免疫抑制が解除され、腫
瘍増殖が抑制された。

Oncol Rep. 27:325-32. 2012腫瘍モデル
動物

3
メラノーマ移植マウスにシイタ
ケ菌糸体を摂取させ、腫瘍増殖
と免疫抑制細胞を評価

シイタケ菌糸体併用群で、免
疫抑制細胞(Treg）の増加が
有意に抑制され、腫瘍増殖も
抑制された

Cancer Sci 102:516-521.2011腫瘍モデル
動物

4

老化マウスに大腸癌細胞を移
植し、シイタケ菌糸体を摂取さ
せ、腫瘍増殖と炎症状態、免疫
反応を評価

シイタケ菌糸体投与により、
老化に伴う炎症状態が改善
され、免疫反応の回復し、腫
瘍増殖も抑制された

Cancer Immunol Immunother. 
65(8):961-72．2016

腫瘍モデル
動物

5
免疫療法施行者
１コース：免疫細胞療法
２コース：免疫細胞療法+シイタケ
菌糸体エキス

QOL上昇、免疫指標（ＩＦＮγ）上
昇、免疫抑制(Treg）の進行を抑制

Altern Ther Health Med. 
22(4):36-42 2016.

進行がん免
疫細胞療法
施行患者

図１１：シイタケ菌糸体の免疫抑制解除に関する主な論文報告

腫
瘍
移
植
モ
デ
ル
動
物
を
対
象

と
し
た
研
究
が
島
根
大
学
医
学
部

と
小
林
製
薬
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
研
究
で
は
、腫
瘍
細
胞

を
移
植
し
た
マ
ウ
ス
に
シ
イ
タ
ケ
菌

糸
体
を
エ
サ
に
配
合
し
て
26
日
間

摂
取
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、普

通
エ
サ
を
摂
取
し
た
マ
ウ
ス
で
は

免
疫
組
織
中
の
免
疫
抑
制
細
胞
が

増
加
し
て
い
た
の
に
対
し
て
シ
イ
タ

ケ
菌
糸
体
エ
サ
を
摂
取
し
た
マ
ウ

ス
で
は
免
疫
抑
制
細
胞
の
増
加
が

抑
え
ら
れ
て
、免
疫
機
能
が
回
復

し
、そ
の
結
果
と
し
て
腫
瘍
の
増
加

も
抑
制
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す（
図
12
）。

腫
瘍
モ
デ
ル
に
お
け
る

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
の

免
疫
抑
制
解
除
作
用

1

9

活
性
型
に
戻
す
作
用
な
ど
が
あ
り

ま
す（
図
10
）。

 

そ
の
一つ
で
あ
る「
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
」
が

2
0
1
1
年
米
国
、2
0
1
4

年
日
本
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。従

来
の
抗
が
ん
剤
で
は
効
果
の
見
ら

れ
な
か
っ
た
患
者
に
も
延
命
効
果

が
認
め
ら
れ
、2
0
2
0
年
に
は

そ
の
売
上
げ
が
1.6
兆
円（
世
界
）

に
ま
で
成
長
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。一
方
、シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体

が
こ
の
免
疫
抑
制
を
解
除
し
て
、

癌
に
対
す
る
免
疫
機
能
を
回
復

さ
せ
る
作
用
を
持
つ
こ
と
が
、最

近
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た（
図
１1
）。次
に
、こ
の

う
ち
主
な
研
究
報
告
を
３
つ
紹

介
し
ま
す
。









肝
機
能
保
護
作
用

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
は
免
疫
調
節
作
用
、抗
が
ん
作
用
に
加
え
、肝

機
能
保
護
作
用
を
持
つ
こ
と
が
複
数
の
論
文
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す（
図
16
）。臨
床
研
究
と
し
て
は
、軽
度
肝
機
能
異
常
者
３６
名
を

対
象
に
、２７
名
は
シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
を
８
週
間
摂
取
さ
せ
、残
り
９

名
に
は
プ
ラ
セ
ボ
品
を
摂
取
さ
せ
る
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
を
摂
取
さ
せ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
肝
機

能
の
指
標
で
あ
る
A
S
T
と
A
L
T
が
摂
取
後
４
週
か
ら
８
週
目

に
か
け
て
プ
ラ
セ
ボ
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
低
下
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す（
図
17
）。

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
は
わ
た
し
た
ち
が
普
段
食
す
る
シ
イ
タ
ケ
由
来

の
成
分
と
は
い
え
、「
菌
糸
体
」の
部
分
は
普
段
食
す
る
部
分
で
は
な

い
た
め
、安
全
性
の
確
認
は
非
常
に
大
切
で
す
。そ
の
た
め
、シ
イ
タ

ケ
菌
糸
体
に
関
す
る
遺
伝
毒
性
試
験
、反
復
投
与
試
験
、ヒ
ト
１２
週

間
摂
取
試
験
な
ど
、特
定
保
健
用
食
品
に
準
じ
た
安
全
性
試
験
が

こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、そ
の
結
果
も
論
文
や
学
会
で
一
般

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
図
18
）。ま
た
、機
能
性
食
品
成
分
と
し
て

も
２０
年
以
上
の
食
経
験
が
あ
る
成
分
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
体
の
安
全
性

NO. 方法 結果 引用

1

2

シイタケ菌糸体抽出物における境
界域および軽度肝機能障害に対す
る臨床的検討

境界域および軽度肝機能障害に対し,肝機能障害を回復
させる働きを有し,かつ安全に作用することが示された．

ConA誘導肝障害ラットモデルで、シイタケ菌糸体投与に
よって肝障害が抑制された．

日本臨床栄養学会雑誌 
vol. 22(1):22-31.2001

Biol Pharm Bull 
32:1215-1219.2009ConA誘導肝障害ラットモデル

3 ガラクトサミン誘導肝障害ラットモデルで、シイタケ菌糸
体投与によって肝障害が抑制された．

Biol Pharm Bull 
29(8):1651-1654.2006

ガラクトサミン誘導肝障害ラットモ
デル

4 ジメチルニトロソアミン誘導肝障害ラットモデルで、シイ
タケ菌糸体投与によって肝障害が抑制された．

Biol Pharm Bull 
27(12):1957-1960.2004

ジメチルニトロソアミン誘導肝障害
ラットモデル

図１６：シイタケ菌糸体の肝機能保護作用に関する論文報告

項目 結果 論文等 年

遺伝毒性試験 Jap J of Comple and Alt Med Vol.7：51-57陰性 2010

染色体異常試験 Jap J of Comple and Alt Med Vol.7：51-57陰性 2010

急性毒性試験 Jap J of Comple and Alt Med Vol.7：51-57無毒性量が10g/kg以上 2010

201028日間反復投与毒性 J Toxicol Sci. 35:785-91無毒性量が
2,000mg/kg/day以上 

ヒト4週間投与試験 Jap J of Comple and Alt Med Vol.6：9-15有害事象は観察されず 2009

ヒト12週間投与試験 Japanese society for complementary and 
alternative medicine 15th Annual meeting有害事象は観察されず 2012

図１８：標準的な特定保健用食品で実施される安全性試験項目に対するシイタケ菌糸体の試験結果
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